
（１）本年度のＮＩＥ活動の概要

１年次である本年度は、子どもたちが新聞に親しむ環境作りや、ＮＩＥ活動を学校生活の中

でどのように位置付け、子どもたちにどのような力を育てていくか、６年生を中心に実践を積

み重ね、来年度に全校の取り組みとしてつなげていけるようにした。

６年生は、「読む力」「伝え合う力」の向上をねらい、１週間に１回のペースで新聞スクラ

ップや新聞社の学習シートに取り組み、朝の活動に一人１分で要旨と感想を伝え合った。また、

教師が各教科の授業に関わる記事を紹介したり、新聞を教材として学習活動に取り入れたりし

て、新聞を身近な資料として扱ってきた。

公開授業では、「長く続いた戦争と人々のくらし」の単元で戦争当時の人々の思いに迫り、

自分事として捉え、主体的に考える資料として、４人の戦争体験者の記事を選定して扱った。

これらの記事は、県内在住の方が実際に体験された事実や戦争に対する思い等、読み手に訴

えるものがあり、戦争という出来事と自分との距離がぐっと縮まる資料となった。子どもたち

は体験者の生の声を自力で読み進め、読み取ったことや感想を自分の言葉で友に伝える姿が見

られた。

来年度は、新聞を活用して「読む」「書く」力を高める学習活動、「主体的な対話」につな

がる学習活動が全校での取り組みになっていくよう考えていきたい。

（２）本年度のＮＩＥ活動の取り組み状況（４月時点）

本校は全校児童児童９４人、７学級の小規模校である。指定校になる以前から、全校児童が

通る廊下に子ども新聞コーナーが設置され、担当委員会の児童が毎日掲示をしている。多くは

ないが、足を止めて記事を読む児童もいる。また、高学年は毎年、信濃毎日新聞社の出前講座

を依頼し、新聞の書き方や新聞スクラップの仕方等を学んでいる。

（３）ＮＩＥ活動の狙い（育てたい力）

１・２年…新聞を使った造形遊び、工作、文字探し等を通して、新聞に親しむ。

３・４年…社会科見学や総合的学習の時間の活動等について新聞にまとめる等、伝えたい

ことを記事にまとめる。

５・６年…新聞を読み、要旨をまとめる。自分の考えを持ち、伝える。

情報をいろいろな視点から捉え、見極めようとする。

（４）全校での取り組み

【新聞コーナー】

・毎日の新聞を自由に読めるようにする。

・本校児童の活動を取り上げた記事を切り抜き、掲示する。

【新聞活用学習】小学６年生・社会科

自分の考えを伝え、学び合いができる子どもたちの育成 ～新聞活用を通して～
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【各学年の取り組み】

２年生…国語「カタカナ探し」 図工「新聞となかよし（造形遊び）」

３年生…社会「地域探検新聞」

４年生…社会「長野社会見学新聞」＊信毎の出前授業で新聞の書き方を学んだ。

図工「新聞紙を使った工作」

５年生…社会「臨海体験新聞」

信毎の出前授業

６年生…週末の課題「新聞スクラップ、学習シート」＊朝の活動でお互いのスクラップ記事に

ついて伝え合う活動を行った。

国語「複合語探し」 外国語「アルファベット探し」 社会「各種の補助教材」

（５）公開授業などの活動内容

①単元名「長く続いた戦争と人々のくらし」（小学校６学年・社会）

②単元設定の理由

【児童の実態】

６年生になり、社会科は歴史を学ぶようになった。男子を中心に歴史に関心が高い子どもたちは、授業中

のつぶやきや発言が多い。また、新聞スクラップを通して、社会的事象に関心を持つ子どもたちが増えてき

た。一方で、事実を安易に受け止めて判断する姿もあり、多角的に捉えて考えていく力を高めていく必要を

感じている。前単元、日清戦争・日露戦争の学習では、授業の振り返りで「戦争をしない方法はなかったの

か」と自分なりに学んだ事実から新たな問いを持った子どもたちもいる。本単元で、日本と世界、過去と現

在等の視点から戦争について学ぶことで、多角的に捉えて考える力が高まるようにしたい。

2年生 図工「新聞となかよし」 ３年生 社会「地域探検新聞」

５年生 国語「新聞を読もう」 ４年生 社会「長野社会見学新聞を作ろう」



【単元について】 【手立て】

・曾祖父母世代が体験している戦争を扱う本単元は、・教科書や資料集に加え、地元信州新町や長野県の資

当時の人々の思いに迫り、自分事として捉え、平 料から、子どもたちが自分事と捉えられるような資

和について主体的に考えることができると思われ 料を精選する。

る。 ・子どもたちの今と教材としての新聞のどこに接点が

あるのか研究し、教材化する。

【願う児童の姿】

・資料から時代背景を読み取り、友と考えを伝え合う姿。

・戦争を身近なこととして捉え直し、平和について主体的に考える姿。

・５年で学習したメディアリテラシーの意味を考え、情報をいろいろな視点から捉え見極めようとする姿。

③単元目標

○日中戦争、我が国にかかわる第二次世界大戦、その頃の国民生活とそれらにかかわる代表的

な文化遺産を通して、我が国が戦時体制に移行し、敗戦によって国民が大きな損害を受けた

こと、多くの国々に大きな損害を与えたことが分かる。

○身近な戦争の事実から学習問題を見いだし、文化財、地図や年表、新聞等の資料を活用して

調べたことをまとめ、わかったことや平和の尊さについて考えたことを表現することができ

る。

④単元展開

時間 学習活動 学習問題 ・支援指導【評価】

・予想される児童の反応

１ 「なぜ原爆ドーム ・世界で初めて原子爆弾が使われたから。 ・国語教科書の資料「平和のと

が世界遺産なのか」・恐ろしい原爆のことを後世に伝えてくれる。 りでを築く」を想起させなが

資料をもとに話し ・平和のシンボルだから。 ら問いかける。

合い、学習問題を

設定する。

２ 日中戦争の経緯を ・日本はどうして戦争を始めた

調べながら、日中 ・生活が立ち行かないほど苦しい状況になってしま のか、当時の子どもたちの写

戦争の背景を理解 ったんだ。 真から、生活の苦しさを解決

する。 ・江戸時代みたいに一揆を起こす。 するためにどうするか、当時

・仕事を探す。 の人々の立場に立って考えさ

・日本の景気をよくするために、中国の人々を巻き せる。

込んだのはひどい。

・日本は世界から孤立してしまってどうするんだろ

う。

３ 中国との戦争が、 ・日中戦争と太平洋戦争の広が

どのように各地へ りの地図から、東南アジアに

広がっていったの ・領土を広げたいから。 進出していることに気づかせ、

１５年も続いた戦争は、日本や外国にどのよ
うな影響を与えたのだろうか。

なぜ１５年にもわたる戦争になったのだろう。

日本は中国だけでなく、なぜ東南アジアや太
平洋まで戦いを広げ、戦力に差のあるアメリ
カと戦争をしたのだろう。

戦争が起こった原因・背景
等について調べたり考えた
りしようとしている。（Ａ-ア）

不景気の回復や満州の権利
や利益を守るため、戦いを
各地へ拡大させ、中国の人
々に大きな被害を与えたこ
とが分かる。（Ｂｰア、Ｄ-ア）



か理解する。 ・日本は資源がないから資源がほしい。 その背景を調べさせる。

・日本は不利だと分かっていながら戦争を拡大し ・ビデオ映像で視覚的に捉えら

て、どうなるか政府は考えなかったのかな。 れるようにする。

・日清戦争や日露戦争みたいに勝つと思ったのか

な。

・戦争により、大きな損害を与えたんだ。だから、

今も反日感情という言葉が聞かれるんだな。

・日本国内の人々は、戦争になりどんな生活をして

いたのだろう。

４ 戦争中の人々の生 ・当時の子どもの平均身長の資

活について調べる。 料から、戦争中の国民の生活

・戦争中は食べ物がなかった。 を予想させる。

・自由に食べ物や服が手に入らなくなったんだ。 ・戦争の訓練、労働、集団疎開、

・遊びも絵本も学校の生活も、みんな戦争中心だっ すごろく、雑誌の表紙等やビ

たんだ。 デオ映像等の視覚的資料から

・好きなことができない感じ。自由がなさそう。 当時の様子を考えさせる。

・不満はなかったのかな。

５ 戦争体験者が当時 ・戦争体験者の新聞の記事を読

を振り返っている み、どうして過酷な生活をし

本 記事を読み、どう ・当時は、勤労奉仕がいやだと思っても自分の思い なければならなかったのかを

時 して過酷な生活を を自由に言える雰囲気じゃなかったんだ。 考えさせる。

しなければなから ・戦争一色で、大変なことも国のためにするのが当

なかったのか考え たり前だったんだ。

る。 ・戦争中は、大変だとも思わないくらい、洗脳され

ている感じ。

６ 空襲の被害につい ・新聞記事等を使い、長野空襲

て調べ、国民が受 について、当時の様子を捉え

けた被害の大きさ ・東京江戸博物館で東京空襲について見たよ。たく させる。

を理解する。 さんの人が犠牲になったんだ。 ・ビデオ映像等の視覚的資料か

・長野でも空襲があったんだ。 ら当時の様子を考えさせる。

・空襲による被害の規模はさまざまだけど、どれも

恐ろしい。毎日怖い思いをしていたのだと思う。

・一般の人が犠牲になる。今の外国も同じだ。

７ 沖縄戦や原子爆弾 ・ビデオ映像等の視覚的資料か

の投下により、多 ら当時の様子を考えさせる。

数の犠牲者が出た

戦争が長引く中、人々はどのようなくらしを
していたのだろう。

日本各地の都市は、空襲によってどのような
被害を受けたのだろうか。

人々は、どうして 15 年間もこのようなくらし
をしなければならなかったのだろう。

15 年続いた戦争はどのようにして終わったの
だろう。

第二次世界大戦を機に、東南
アジアを攻撃し、資源を手に
入れようとしてアメリカとの
対立につながったこと、各地
に大きな被害を与えたことが
分かる。 （Ｄ-ア）

戦争中の生活の様子につい
て、写真などの資料をもとに、
まとめている。

（Ａｰア、Ｃ-ア）

政府は人々を戦争に協力さ
せるために戦時体制を強め、
くらしの全てが戦争戦争に
注がれていたことが分かる。

（Ｃｰア、Ｄ-イ）

空襲による被害で、兵士以
外にも多くの国民が日本各
地で犠牲になったことが分
かる。 （Ｃｰア、Ｄ-イ）



ことで戦争が終結 ・沖縄は戦場になったんだ。

したことを理解す ・広島、長崎は原爆が落とされ、一瞬にして何万人

る。戦争に対する もの命が奪われた。

考えを深める。 ・たくさんの犠牲者を出して、他の国にも損害を与

えた。

・犠牲者が拡大する前に止めることはできなかった

のかな。

８ 15 年も続いた戦争 ・日中戦争から終戦までに、たくさんの犠牲者を出 ・これまでの学習を振り返り、

は日本や外国にど して、他の国にも損害を与えた。唯一の被爆国だ 学んだ事実を挙げながら、戦

のような影響を与 からこそ、日本は平和の大切さを伝えて行かなけ 争に対する自分の考えをまと

えたのか、これま ればならない。 めるようにする。

での学習から考え、・戦争自体は終わっても、今も影響は残っている。

戦争に対する考え 人々への戦争の影響はそれだけ大きいんだ。

を全体でまとめる。・今も外国では戦争が行われている。自分の国を逃

れ、難民生活を送る人もたくさんいる。

⑤本時の展開

（１）主眼

生活の全てが戦争中心になっていったことを調べた子どもたちが、制限された不自由な生活

を不満も言わずに続けられた理由を考える場面で、戦争体験者の記事から当時の生活の様子や

思いに触れることを通して、くらしの全てが戦争に注がれていたことが分かる。

（２）本時の位置 （全８時間中第５時）

前時･･･資料を読み取りながら、戦争中の人々の暮らしを調べた。

次時･･･沖縄戦や原爆投下などの資料をもとに調べ、敗戦の経緯を整理する。

（３）指導上の留意点

・資料の新聞の難しい漢字には読み方をつける。

・子どもたちにとって難しいと思われる用語については補足資料を用意する。

（４）展開

段階 学習活動 ・予想される児童の反応 教師の指導・支援・ 評価 時間

ね １学習問題の確認 ・前時の学習を振り返り、当時

ら ・したくない。 の人々のくらしを自分だった ５

い ・こんな生活絶対いやだな。 らしたいかと投げかけ、学習

問題を設定する。

【学習問題】

どうして人々は、15年間もこのようなくらしをしなければならなかったのだろう。

沖縄戦、広島・長崎への原
爆の投下により、多くの人
々が犠牲になり、8 月 15 日
に戦争が終わったことが分
かる。 （Ｄ-イ）

15年にわたる戦争について、
自分の考えをまとめること
ができる。 （Ａｰイ Ｂ-イ）



２ 戦争体験者の記事 ・勤労奉仕のことが書かれている。 ・当時の人々の様子等が分かる

を読み、感想を書 ・朝６時から夜７時までほとんど休みなく働い のは何か問いかけ、新聞を見

く。 たって書かれている。 せる。 １０

・特攻隊は飛行機だけではなかったんだ。 ・グループに 4 枚配布し、一

人一枚選ぶ。

３ 感想を伝え合う。 ・学校で、死ぬことを教えれられたと書かれて ・児童の様子により、拡大・ル

（グループ活動→ いた。今では信じられない。 ビ付きを渡す。

全体活動） ・畑仕事だけでなく、「戦争頑張ろう」という ・印象に残る箇所にマーカーを

内容の本の読み聞かせも勤労奉仕だったん 引き、付箋に感想を書かせる。

だ。 ・難しい語句はグループで協力 １０

め ・教科書などの写真だけでは分からない様子が して辞典で調べたり、教師が

り 伝わってくるね。 解説したりする。

は

り ４ 戦争体験者の記事 ・本当は勉強したかったんだ。 ・見出しや本文から体験者の思

から、戦争に対す ・「あまり乗り気じゃなかった」と書いてある いがつづられている箇所にマ

る思いがつづられ けれど、そんなこと言えなかったんだな。 ー カーを引き、感想を学習プ

ている箇所を拾 ・当時はいやだと言える雰囲気ではなかったけ リ ントに書くよう説明する。

い、伝え合う。 れど、今は「ばかみたい」と言っている。

（グループ活動） ・「魔術にかかっているようだった」と振り返 １０

っている。みんな国に言われたことをやるの

が当たり前になっていた。

・「お国のため」と軍事教育でたたき込まれて

大変な仕事をするのも自然なこと。「個人の

意思なんて持てなかった」って。

５ 本時の学習を振り ・当時は、いやだと思っても言える雰囲気じゃ ・学習問題に対するまとめを学

返り、自分の考え なかったんだ。 習プリントに記入させる。

見 をまとめる。 ・戦争中は、国のために生きることが当たり前 ・本時を通して考えたことをま

と のようにされていたんだ。 とめさせる。 10

ど ・国のために死ぬことは立派なんて考えられて

け いたなんて。

・戦争は考え方まで変になり、みんなが不幸に

なってしまう。

戦争のために、生活の全て
が戦争中心になっていった
ことが分かる。

（記述・発言）

【学習課題】
戦争を体験した人が当時を振り返っている新聞を読んで考えよう。



（６）児童・生徒の反応

・子どもたちは、真剣に記事を読み進め、体験者

の気持ちに迫る箇所にマーカーを引くように伝

えるとさっと引いていた。文章を読むことを苦

手としていた児童も、「この漢字何て読むの？」

と質問することなく読み進めていた。そして、

「配給で決まった量しか食べられない。親がい

ないから大変だと思う」と当時の状況を自分事

として捉え、考える姿があった。他の児童も、

前時で調べた戦争時の生活と記事の内容が重なり、自分に置き換えて考える姿が見られた。

・記事から人々が苦しい生活をしなければならなかった背景（戦時体制）を読み取ることは難

しく、子どもたちの読み取った箇所を教師がまとめる形になった。

（７）成果と課題

○６年生は、５年生から新聞スクラップや新聞社の学習シートに取り組んできた。１週間に１

回でも新聞記事を読むことで、子どもたちが活字を読むことに慣れてきたと感じる。また、

教師がクラス全体に記事を紹介すると、「あ、その記事見た」という反応があったり、授業

内容と関連した記事をスクラップしてきたり、子どもたちの社会的事象への関心の高まりを

感じる。

○新聞スクラップの感想を伝え合う活動を通して、１分で記事の要旨とその感想を伝えるため

に、何をどう伝えるか考える力がついてきた。また、公開授業で扱った戦争体験の記事の他、

広島の新聞記事、ローマ教皇来日の記事等も扱い、子どもたちは平和な世界のために自分に

できることを考えた。本校の重点の一つである「自分から進んで考え、友だちと伝え合い、

学んだことを活用する」につながる姿と捉えられる。

●扱う記事の選定、教材化に時間がかかってしまった。学習のねらい、到達目標をきちんと定

めてから資料を選定していくことが課題である。

●本年度は、スペースの関係で子ども新聞コーナーはこれまでの場所に、ＮＩＥコーナーは６

年教室前に設置した。来年度は子ども新聞と同じ場所に新聞コーナーを設置して、他学年の

児童も新聞を手にしやすい環境作りや、新聞の保管場所等も検討したい。

［資料：本時で扱った新聞記事］

信濃毎日新聞 2019/11/14 付

記事から読み取
ったことを友だ
ちに伝え、共有
する。

４人の戦争体験
者の記事から子
どもたちが読み
取ったことをま
とめる。


